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ＣＨＩＮＡ

ＡＳＩＡ

ＴＥＬＯＰ
　

■大連の保税港区に倉庫
郵船ロジスティクス（８日 面）

　

■ＧＭから中・米で受注
曙ブレーキ工業（ 日５面）

　

■中国に進出する日系流通業に紹介
野村総研（ 日 面）

　

■ＶＷ、中国でＥＶ生産
年開始（時事 日５面）

　

■類似商標係争で中国企業と和解
ＪＶＣケンウッド（ 日８面）

　

■中国金融機関にリスク管理
ＮＴＴデータ／信用力分析（ 日 面）

　

■ジャガイモ搾りかすでバイオ燃料
中国社と／双日・日立造船（ 日６面）

　

■ノリタケ、研削砥石営業拠点
広州市／南部の需要開拓（ 日６面）

　

■オンキヨー、国光電器と合弁
オーディオシステム（ 日８面）

　

■地域金融機関向けソフトの中国版
電通国際情報（ 日９面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　初めてづくし
　「初めてのことだから
安定した品質が出るか」
と中国製の高張力鋼板
ハイテン を使った車体
骨格部品の中国生産に不

安げな東プレ社長の内ケ崎真一郎さん。
「ハイテンを使うにはノウハウがいる。
現地従業員に技術指導している」。初め
てづくしの挑戦に慎重。（６日 ６面）

　

□２月６日（月）　□
　

■トプコン、北京に新工場
測量機・眼科機器／新興国向け

　

　トプコンは、 年３月までに北京に
土木・建築向け測量機と眼科機器の新工
場を建設する。新興国向け低価格機など
の供給体制を整える。年産能力は現在の
倍程度。日本向け生産も。 （７面）

　

■瀋陽機床の機械、日系に提案
創一貿易／生産ライン構築

　

　創一貿易は、中国の工作機械メーカー
大手の瀋陽機床の機械を、現地の日系企
業向けに提案する。台湾メーカー製や韓
国メーカー製などの工作機械を組み合わ
せて生産ラインの受注を狙う。（７面）
　

■浜松ホト、北京に新工場
光電子増倍管／生産能力２倍

　

　浜松ホトニクスは、 年 月をめど
に北京市に新工場を建設する。光電子増
倍管と関連製品の生産能力を、年商ベー
スで現在の約２倍にあたる 億円分に引
き上げる。 億円投資。 （９面）
　

□２月７日（火）　□
　

■香港と再保険協定
日系の第三国輸出支援／日本貿易保険

　

　日本貿易保険は、貿易保険を運用する
香港の公的機関と再保険協定を結び、香
港に進出している日系企業の支援を拡充
する。香港の日系企業の第三国への輸出
を支援する。 （３面）
　

■中国でＮＣ旋盤を生産
長谷川機械／品質・コスト両立

　

　長谷川機械製作所は、中国でＮＣ旋盤
の生産を３月に始める。日本製に比べて
機能を絞った現地市場向け製品を手がけ
る。上海郊外に現地法人を設立した。品
質を維持し、コストを抑える。（６面）
　

■抗体医薬品用培地を拡販
ＪＸエネ／日中韓で即応体制

　

　ＪＸ日鉱日石エネルギーの ％子会
社・アイエスジャパンは、東アジアで抗
体医薬品製造用培地を拡販する。日本、
中国に加え、営業領域に韓国を追加。本
社の研究施設を拡張。 （ 面）
　

■中国で電解研磨加工
マルイ鍍金／ＦＰＤ需要増

　

　マルイ鍍金工業は、ステンレスなどの
電解研磨加工で中国に進出する。現地で

の需要が増えている薄型ディスプレーな
どの生産設備需要に対応する。進出した
日系の要請が相次いでいた。 （ 面）
　

□２月８日（水）　□
　

■中国の営業担当 人体制
ＮＥＣフィールディング

　

　ＮＥＣフィールディングは、中国拠点
の営業担当者を現在の十数人から今後４
年で ― 人に増やす。日系企業に加え
て現地小売業などを開拓する。主力の保
守と並びＳＩも強化する。 （９面）
　

■埼玉県、上海に企業支援拠点
相談 件・商談 件・成約 件

　

　埼玉県は、上海に埼玉県上海ビジネス
サポートセンターを 年 月開設し
た。海外市場に活路を求める県内企業の
要望を反映。相談 件、商談 件、成
約が 件と堅調。 （ 面）
　

□２月９日（木）　□
　

■活性炭 中国 フィリピンで増産
クラレケミカル／合計２万 体制

　

　クラレケミカルは、中国とフィリピン
で活性炭を増産する。 年春に合計１
万 から同２万 体制に。自動車部
品のキャニスター向けや水処理用途で国
内外の企業の需要が高まる。 （ 面）
　

■廃車部品再生で中国に工場
ＣＲＳ埼玉／入居呼びかけ

　

　ＣＲＳ埼玉は、中国で自動車中古部品
の再生事業に乗り出す。 年に張家港
市に地元政府などと合弁で設立した廃車
リサイクル会社に再生工場を新設し複数
の企業に入居を呼びかける。 （ 面）
　

■中国での税務・法務を支援
三菱東京ＵＦＪ銀行／中小向け

　

　三菱東京ＵＦＪ銀行は、中堅・中小企
業の中国進出に対する支援業務を積極化
する。間接税改革や同国での訴訟対応な
ど現地での販売展開に必要な情報を提供
し、企業化調査を支える。 （ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■武田薬品、上海に臨床開発部門
地域に合った開発／確実に承認取得

　

　武田薬品工業は、上海に臨床開発部門
を設置した。現地に開発関連の人材を置
くことで、質の高い臨床試験の実施につ
ながる。地域事情に沿った開発業務がで
き、確実な承認取得を目指す。（ 面）
　

■日本から自動車部品を調達
南方工業集団／東京で商談会

　

　中国・南方工業集団は、日本の自動車
部品メーカーとの連携に乗り出す。東京
中小企業投資育成などと３月に日本で初
めての商談会。高い技術力を持つ企業か
ら調達することで機能向上に。（ 面）
　

□２月 日（火）　□
　

■太平洋セメント、冀東と合弁
廃棄物リサイクルなどコンサル

　

　太平洋セメントは、中国の冀東セメン
トグループと合弁会社設立で合意。セメ
ント工場の生産プロセスの省エネ化や廃
棄物リサイクルのコンサルティングなど
を提案する。 （ 面）
　

□２月 日（水）　□
　

■横浜ゴム、原材料の試験拠点
海外に初／タイヤ工場敷地内

　

　横浜ゴムは、浙江省にある子会社のタ
イヤ工場敷地内に原材料の試験・評価拠
点として「優科豪馬中国技術センター」
を設立した。海外に原材料の評価・試験
拠点を設けるのは初めて。 （６面）
　

□２月 日（木）　□
　

■ハイアール、白物 億円
「ＡＱＵＡ」ブランドで攻勢

　

　中国・家電大手ハイアールは、日本で
の白物家電で 年に売上高 億円を
目指す。このうち三洋電機から継承した
冷蔵庫、家庭用洗濯機の「ＡＱＵＡ」ブ
ランドで 億円。 （８面）
　

□２月 日（金）　□
　

■大熊製作所、中国に第２工場
トラック向けプレス部品

　

　大熊製作所は、江蘇省にトラック向け
量産プレス部品の工場を新設する。現地
２カ所目。今秋からブラケット関連部品
などを生産する。欧州や日系の自動車メ
ーカー向け需要増。 （５面）
　

■「ＣＸ―５」中国でも生産
マツダ／現地生産で顧客・円高対応

　

　マツダは、日本で 日に発売した新型

ＳＵＶ「ＣＸ―５」を、 年から中国
でも生産する。海外生産を現状 ％から
年３月期までに ％に高める。現地

生産で顧客対応と円高対応。 （５面）

ＴＥＬＯＰ

　

　タイ洪水　　　　　
　

■古河電工、来月から再開
ＦＴＴＨ向け光部品

　

　古河電気工業は、「フルカワファイテ
ル（タイランド）」の生産を３月から順
次再開する。光通信用半導体レーザーや
家庭用光ファイバー通信回線（ＦＴＴ
Ｈ）向け光部品。 （８日 ８面）
　

■自動車内装材を２割増産
住江織物／１ライン増設

　

　住江織物は、タイ洪水で浸水被害にあ
った工場で、 年度までに自動車内装
材を２割増産する。１ライン増設するほ
か、生産効率を向上で対応。タイの日系
車メーカーの需要増。 （ 日 面）
　

■ソディック、高台に新工場
放電加工機／洪水リスク回避

　

　ソディックは、ナワナコン工業団地の
近隣の高台に放電加工機の新工場を建設
する。既存工場が洪水で浸水。 月に一
部再開したが、水害リスクを考慮し、新
工場の建設を決めた。 （ 日 ８面）
　

■クボタ、タイ工場を再開
まず、耕運機の組み立て

　

　クボタは、洪水で操業停止中のナワナ
コン工業団地の工場を月内にも再開す
る。約４カ月生産していなかった耕運機
の組み立てを始める。機械加工の再開は
春以降の見通し。 （ 日 ６面）

　○……………………○　
　

■住生活、３月から順次再開
サッシ製造子会社（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　カンボジアで皮算用
　「納品前だが、喜びの
声が届いた」と笑顔は、
大阪電気通信大学客員研
究員の臼田昭司さん。３
月に訪れるカンボジア工

科大学に、産学連携で開発した小型蓄電
装置を寄贈する。「反響が大きければカ
ンボジアで商売を始めなければ」と、ち
ょっぴり皮算用。 （８日 面）

　

■東京エレク、シンガポールに販社
半導体製造装置（６日９面）

　

■ラオスにおいでよ
観光年／２つの世界遺産（６日 面）

　

■住友化学、低燃費タイヤ原料増産
シンガポール工場（７日 面）

　

■佐川、ベトナムで宅配便
ハノイ・ホーチミン（７日 面）

　

■台湾社と販売代理店契約
東京エレクトロンデバイス（８日８面）

　

■シンガポールで のビル着工
竹中工務店（８日 面）

　

■国際協力銀、 億円融資枠
インドネシア輸出入銀（８日 面）

　

■インドネシアで中小の賃貸工場
伊藤忠・フォーバル（９日１面）

　

■内装品部材、インドネシア調達
しげる工業（９日５面）

　

■楽天証券、シンガポールで取引
香港上場廃止の投信（９日 面）

　

■ルピア建て債券を取り扱い
ＳＢＩ証券（９日 面）

　

■林野庁、アジアに照準
国産スギ・ヒノキ輸出促進（ 日２面）

　

■タイにブレーキ部品工場
アドヴィックス（ 日５面）

　

■近鉄エクス、インド大手と合弁
倉庫情報システム活用（ 日３面）

　

■ＮＴＮ、タイ第２工場
等速ジョイント（ 日５面）

　

■ＩＨＩ、タイに拠点
ガスタービン発電プラント（ 日８面）

　

■中外炉工業、東南ア２拠点
タイ・インドネシア（ 日８面）

　

■ＪＮＣ、ベトナムに新工場
液体処理用フィルター（ 日 面）

　

■シンガポール事業拡大
東海東京フィナンシャルＨＤ（ 日 面）

　

■タイの昇降機生産、 万台突破
三菱電機（ 日 面）

　

■マレーシア、ＤＣに優遇税制
海外企業を誘致（ 日 面）

　

■ベトナムで合成ゴム用コンテナ
日本ゼオンが生産（ 日 面）

　

■インド社を持ち分法適用会社に
ＪＦＥスチール（ 日 面）

　

■花王、ジャカルタに新工場
界面活性剤／生産能力 倍（ 日 面）

　

■スズキ、印で販売 万台達成
年 月初出荷（ 日５面）

　

■市光工業、タイに照明新工場
テクニカルセンター併設（ 日５面）

　

■ホンダ、印で通常操業
部品、日中から代替調達（ 日５面）

　

■千代田化、トクヤマから受注
マレーシア（ 日６面）

　

■東レ、海水淡水化ＲＯ膜を受注
アジア最大、日量 万 （ 日 面）

　

■ミャンマーに車両を譲渡
ＪＲ西日本／キハ 系 両（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　絆と情熱が誇り
　住友商事、東芝、三井
造船などで取り組んだイ
ンドネシアの石炭火力発
電所の拡張工事が完工、
電力供給を始めた。住友

商事社長の加藤進さんは「日本コンソー
シアムの絆と情熱を誇りに思う」と胸を
張る。「 ジャパン・イニシアチブ で海
外案件に取り組む」。 （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　ミャンマーに注目

　「新たな投資先として
ミャンマーに注目してい
る」と話すのは、大光研
磨社長の霜手道孝さん。
「中国やタイに比べて５

分の１程度の人件費」が魅力。ただ、そ
れ以上に「天然ガスやレアアース（希土
類）など豊富な資源が日本にとっては重
要」と強調する。 （ 日 面）

　

□２月６日（月）　□
　

■スズキ、低価格小型車タイ生産
「Ａスター」年産７万台／ 年

　

　スズキは、 年をめどに、タイ工場
で低価格小型車「Ａスター」の生産を始
める。年産約７万台。全面改良する 年
末以降、タイなど新興国で生産する。タ
イ工場の年産は約 万台。 （１面）
　

■日野自、タイに開発・調達拠点
年度／現地化を加速

　

　日野自動車は、トラックの開発・部品
調達拠点をタイに 年度にも設ける。
タイとインドネシアの生産拠点向けの開
発・調達を担う。海外に開発・部品調達
の拠点を設立するのは初めて。（１面）
　

■現代自向け空調部品増産
太平洋工業／年産 万台分

　

　太平洋工業は、カーエアコン用コンプ
レッサーケースを生産する韓国子会社の
生産能力を 万台分から 年３月ま
でに同 万台分に引き上げる。韓国・
現代自動車向け供給増。 （６面）
　

■ベトナムで優秀な学生を獲得
日本企業が現地精通リーダー育成

　

　市場開拓には現地に精通した人材が欠
かせない。優秀なベトナム人学生を獲得
の動きが目立つ。現地の大学も歓迎。日
系教育機関と連携して人材を養成し、日

本に送り出す体制を整える。 （ 面）
　

□２月７日（火）　□
　

■原発技能者、ベトナムに学校を
国際人材育成機構が呼びかけ

　

　国際人材育成機構は、ベトナムで原子
力発電所の建設や運営に携わる技能者育
成支援のため、現地での学校設立をベト
ナム政府や日本の関連業界に働きかけ
る 年間の運営予算は 万円 （１面）
　

■帝人、セパレーターに参入
二次電池向け／韓国に製造合弁

　

　帝人は、リチウムイオン二次電池向け
セパレーターに参入する。合弁の生産会
社を韓国に設立した。タブレット端末や
自動車など高容量や高エネルギー密度の
二次電池に向けて提供する。 （ 面）
　

□２月８日（水）　□
　

■愛三工業、インド南に第２工場
燃料ポンプなど／年産能力 万個

　

　愛三工業は、 年末をめどに、イン
ド南部でエンジン機能部品を生産する第
２工場を建設。主力の燃料ポンプモジュ
ールやスロットルボディーを生産。年産
能力はそれぞれ約 万個。 （５面）
　

■インドネシア大手に出資
東洋エンジ／設計・調達・建設拠点

　

　東洋エンジニアリングは、インドネシ
アの大手エンジニアリング会社ＩＫＰＴ
に出資した。インドネシアに設計、調
達、建設拠点を持つことで、インフラ整
備や資源開発の受注拡大。 （７面）
　

■富士通、タイ東部で環境事業
工業団地の有害物質測定・分析

　

　富士通は、タイ東部のマプタプット工
業団地で、情報通信技術を活用して環境
問題を解決する取り組みを始める。現地
大学が進めるＶＯＣの拡散予測研究にデ
ータを生かしてもらう。 （９面）
　

■サシラガンでコラボ製品
日本の９社、インドネシア社とタッグ

　

　日本企業とインドネシア企業がコラボ
レーション―。日本の藍染めや靴デザイ
ンなど９社は、インドネシアの染め布
（サシラガン）などを使ったコラボ製品
を「ギフトショー」に出品。 （ 面）
　

■ 年ぶり、カンボジアに事務所
三菱東京ＵＦＪ銀

　

　三菱東京ＵＦＪ銀行は、カンボジアの
首都プノンペン市に駐在員事務所を開設
した。同国に拠点を設けるのは、旧東京
銀行が内戦激化を受けて 年に撤退し
て以来、 年ぶり。 （ 面）
　

■中小のアジア進出、段階支援
綜合法務事務所

　

　ＣＲＯＳＳＦＩＥＬＤ綜合法務事務所
は、アジア進出を検討する中小企業など
を対象に調査から契約まで段階別に分け
て支援するコンサルティングサービスを
始めた。 （ 面）
　

□２月９日（木）　□
　

■ＮＴＴコム、ラオスと提携
国際ネット接続／回線を提供

　

　ＮＴＴコミュニケーションズは、ラオ

ス政府が管轄するインターネット・セン
ターと国際ネット接続事業で提携した。
ラオスから海外サイトに接続する際は、
ＮＴＴコムの回線を経由。 （１面）
　

■日清製粉、タイ工場増強
日産 ／周辺国へ輸出拡大

　

　日清製粉は、タイにある製粉工場の生
産能力を約２割増強する。日産 か
ら同 に。タイ国内だけでなく東南
アジア周辺国への輸出拡大する。生産能
力不足が見込まれていた。 （ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■スズキ、タイから逆輸入
低価格小型車／年１万台

　

　スズキは、タイ工場で生産した低価格
小型車「Ａスター」の日本への逆輸入を
年をめどに始める。輸入販売台数は

年間約１万台で、順次、同２万台程度に
まで引き上げる。 （５面）
　

■住友精密、台湾合弁で増産
航空機用鋳物部品

　

　住友精密工業は、航空機用鋳物部品を
生産する台湾合弁・アビオキャストを
年秋に移転・拡張する。同合弁から調
達する航空機用熱交換器向けハウジング
などを増産する。 （６面）
　

■企業設立から許認可手続き代行
双日／インドネシア

　

　双日は、インドネシアへの進出する日
本企業を支援する。企業設立から工場建
設、許認可手続きまで行う。手間のかか
る作業を代行することで、とくに中小企
業の負担を軽減する。 （ 面）
　

□２月 日（火）　□
　

■ヨロズ、タイ・メキシコに工場
日産・スズキ向け好調

　

　ヨロズは、タイとメキシコにサスペン
ションなど自動車部品の新工場を建設す
る。供給先の日産自動車やスズキ、欧米
メーカーからの受注が好調。災害時のリ
スク分散も狙う。 （３面）
　

■日本、韓国に抜かれ３位
年／半導体の世界売上高

　

　 年の半導体の世界売上高で、日本
企業の総計が韓国勢に抜かれ３位に転落
した。デジタル機器に搭載するシステム
ＬＳＩの不振やＤＲＡＭ市況が停滞。米
ＩＣインサイトがまとめた。 （ 面）
　

■東芝、海外の重電強化
インド／火力発電タービン新工場

　

　東芝が海外の重電事業強化に乗り出し
ている。インドで火力発電所向け蒸気タ
ービン発電機の新工場が完成 一貫生産
米国で 年ぶりの原発の新設が決まり、
ウエスチングハウスが施工。 （ 面）
　

□２月 日（水）　□
　

■住友化学、ＤＰＦをアジア生産
欧米と世界３極体制

　

　住友化学は、 年をめどにディーゼ
ル車の排ガスからすすを除去するフィル
ター ＤＰＦ の生産拠点のアジア新設を
検討。米国にも生産拠点を設け、ポーラ
ンド工場と世界３極生産体制。（１面）
　

■海水淡水化装置、アジアに照準
薬品なし／ナチュラルウォーター

　

　ナチュラルウォーターは、薬品を使わ
ずに飲料水を造る海水淡水化装置を海外
販売する。装置一式をコンテナにまとめ
低コスト化。水道インフラが未整備の東
南アジアや中東に売り込む。 （ 面）
　

□２月 日（木）　□
　

■リンナイ、ＡＳＥＡＮモデル
ガスコンロ／域内で生産

　

　リンナイは、ＡＳＥＡＮ専用モデルの
システムキッチン用ガスコンロを 年
をめどに投入する。生産もＡＳＥＡＮ域
内で手がける。年販 万― 万台。国を
超えた共通モデルは初めて。 （１面）
　

■共英製鋼、ベトナムに合弁
鉄筋用棒鋼／一貫生産

　

　共英製鋼は、ベトナムに鉄筋用棒鋼を
製販する合弁会社を設立する。合弁先の
タンディップローリングミルの既存の圧
延設備を継承、製鋼から圧延までの一貫
ラインを新設。 年稼働。 （３面）
　

□２月 日（金）　□
　

■特許庁、インドに拠点
現地出願／欧米勢を巻き返し

　

　経済産業省は、インドに特許庁の出先
機関を 年度に設置する。企業の競争
力基盤となる特許の現地出願件数で日本
は欧米勢に出遅れている。日系企業の特
許出願など知財戦略を後押し。（１面）
　

■トヨタ、台湾でＨＶ生産
「カムリ」年産 台

　

　トヨタ自動車は、台湾で「カムリハイ
ブリッド」の生産を始めた。年産
台。小型車「ヤリス」の工場に約１億円
を投じて生産ラインを改良しプレス加
工、溶接のラインを増強。 （３面）
　

■ベトナムでプレス部品
野口製作所／日系２輪・４輪向け

　

　野口製作所は、 年春にベトナムで
プレス部品の生産を始める。バグザン省
に新工場を建設し、主に２輪車・４輪車
のエンジン向け深絞りプレス部品。ＡＳ
ＥＡＮに進出する日系向け。 （５面）
　

■アジアの航空機需要 機
世界最大市場に／エアバス予測

　

　欧エアバスは、今後 年間でアジア太
平洋地域の航空機需要が約 機になる
と予測。約 兆円規模で、世界の航空
機の ％を占め、北米、欧州を抜き世界
最大の航空機市場になる。 （７面）

　　 ２０１２年 平成２４年 ２月２０日 月曜日 　　 （ ）


